
 

加東市議会と市民との意見交換会実施要綱 

 
 （趣旨） 

第１条 この告示は、加東市議会基本条例（平成３０年加東市条例第４２号。以下「条例」という。）第

８条第３項及び第１０条第１項の規定に基づき実施する市民との意見交換会（以下「意見交換会」と

いう。）について必要な事項を定めるものとする。 

 （開催等） 

第２条 条例第２条第１号に規定する市民のうち、意見交換会の開催を希望するもの（以下「申込者」

という。）は、加東市議会と市民との意見交換会（申込・申出）書（別記様式。以下「申込書」とい

う。）を議長に提出する。 

２ 委員会が意見交換会の開催を希望する場合は、委員長名で議長に申込書を提出する。 

３ 前２項の規定による申込書の提出があった場合は、議長が開催の可否を決定する。この場合におい

て、加東市議会と市民との意見交換会として開催することが適切でないと判断できる場合は、開催し

ないことができる。 

４ 議長の判断により、意見交換会を開催しなかった場合は、全員協議会でその旨を報告する。 

５ 意見交換会への出席議員は、議長が決定する。 

 （開催時期等） 

第３条 会場及び開催日時は、議長が申込者と協議し決定する。 

 （議題） 

第４条 意見交換会の議題は、次の各号に掲げる事項とする。 

（1） 市政に関すること。 

（2） 市議会に関すること。 

（3） その他重要と思われる事項 

 （役割分担） 

第５条 意見交換会における役割分担は、責任者及び記録者２人とする。 

２ 責任者及び記録者は出席議員で協議し決定する。 

 （記録） 

第６条 意見交換会の記録は、記録者において要点記録する。 

 （次第） 

第７条 意見交換会は、２時間程度とし、次第は概ね次のとおりとする。 

 次第 

（1） 開会あいさつ  

（2） 出席者紹介  

（3） 意見交換 

（4） 閉会あいさつ  

 （資料） 

第８条 意見交換会での資料は、事前に出席議員が作成する。 

２ 申込者が資料を配付する場合は、申込者において資料を準備する。 

 （報告書の作成等） 

第９条 意見交換会の内容は、意見交換会終了後、責任者と記録者が取りまとめ、議長に文書で報告す

る。 

２ 市政に対する要望・提言等で重要なものは、議長が取りまとめ、市長に文書で提出する。 

 （結果の公表） 

第１０条 前条の報告書は市議会ホームページに掲載するほか、概要を議会だより等で公表する。 

   附 則 

この告示は、平成２４年１月２４日から施行する。 

附 則（平成２９年１１月１日議会告示第１号） 

この告示は、公布の日から施行する。 



 

   附 則（平成３０年９月２６日議会告示第１号） 

 この告示は、平成３０年９月２６日から施行する。 

附 則（令和３年３月３１日加東市議会告示第１号） 

（施行期日） 

１ この告示は、令和３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この告示の施行の際現にこの告示による改正前の告示に基づく様式でなされた申出、申請等は、こ

の告示による改正後の告示に基づく様式でなされた申出、申請等とみなす。 

附 則（令和３年１１月２６日議会告示第２号） 

この告示は、令和３年１１月２６日から施行する。 

附 則（令和７年８月２２日議会告示第１号） 

この告示は、令和７年９月１日から施行する。 

 


